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議員名議案名 加賀山 橋本 久保 小出 森岡 徳永 豊永 山口 永井 皆越 小見田 奥田 田原 溝口 久保田
平成25年度あさぎり町一般会計補正
予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成24年度あさぎり町一般会計歳入
歳出決算の認定について ○ × × ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

平成24年度あさぎり町簡易水道事業
特別会計の認定について ○ × ○ ○ × × × ○ × × ○ ○ ○ × ○

平成24年度あさぎり町水道事業特別
会計の認定について ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

平成24年度あさぎり町下水道事業特
別会計の認定について × × ○ ○ × × × ○ × × ○ ○ ○ × ○

道州制導入に反対する意見書について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

◆平成25年第６回会議　表決一覧表（抜粋）

会　 計　 名 収　 入　 額 支　 出　 額 残　　　 額

国 民 健 康 保 険 26億6067万円 23億9459万円 2億6607万円

後 期 高 齢 者 医 療 1億7098万円 1億6874万円 224万円

介 護 保 険 17億819万円 16億7366万円 3453万円

介 護 サ ー ビ ス 4867万円 4286万円 580万円

簡 易 水 道 事 業 5億4566万円 5億4736万円 ▲170万円

下 水 道 事 業 9億6722万円 9億4667万円 2055万円

水 道 事 業 7197万円 6564万円 633万円

上 財 産 区 5342万円 4744万円 597万円

球磨郡障害認定審査事業 983万円 879万円 104万円

球磨郡介護認定審査事業 3431万円 3132万円 298万円

◆特別会計の決算状況

　本町の各種財政指数は全体的に改善が見られる。
　決算審査を通じて感じた課題についての意見
は次のとおりである。
１　簡易水道事業特別会計における資金不足の
　　発生
　歳入不足による繰上充用額が発生している。
関係課において通常の注意を持って事務が遂行
されておれば、発生を防止できたものと思われ
る。担当職員の事務処理の誤りと事務管理体制
の不備が原因であると認められる。管理の徹底
を図ってもらいたい。
２　有限会社ふるさと振興社助成金
　営利を追求することが目的の会社であり、実
施している事業も公益性があるものではなく、
助成金の対象にはなじまないと認められる。

３　アンテナショップ事業
　あさぎり町の特産品の販売と情報発信を目的
とするものであるが、6000万円の年間売上目標
に対して月間40～50万円の売上であり、経費を
負担する見込みが立たない。情報発信に限れば
インターネットを使うほうが効果が高いと思わ
れる。費用対効果の点から業務の見直しが重要
である。
４　斉堂地区公衆トイレ整備事業
　合計19,678,010円と高額な支出であり、今後ト
イレを整備する際には、十分に注意してもらい
たい。

あさぎり町監査委員　月足 茂則

あさぎり町監査委員　山口 和幸

決算審査意見書（要旨）
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平成24年度　一般会計決算状況
財政力指数　0.224（0.231）

　財政力（体力）を示す指数であり、指数が 1 に
近いほど財源に余裕があるとされる。

経常収支比率　80.4％（81.3％）
　財政構造の弾力性を判断する指標。比率が小
さい方が優秀。端的に言えば人件費等の経常経
費比率は75～80%が妥当値のため、 80%以上
は人件費等が高すぎるということになる。

実質収支比率　6.2％（5.9％）
　標準財政規模に対する実質収支の割合をいう。
　一般的には、3 ～ 5％程度が望ましいとされ
ている。 

実質公債費比率　13.7％（14.4％）
　公債費による財政負担の程度を示すもの。比
率が小さい方が優秀。18%以上だと地方債の発
行に国の許可が必要となり、 25%以上となると
一般事業等の起債が制限される。

将来負担比率　90.1％（110.2％） 
　将来負担しなければならない負債（第三セク
ターや公社の負債も含む）の割合のこと。数字が
大きいと、将来世代の負債が大きいことを示す。

＊（　）内は、23 年度の数値です。

一  口  メ  モ

＊性質別歳出について
　地方公共団体の経費は、その経済的性質を基
準として分類することができます。性質別分類
のうち、職員の給与等の人件費、生活保護法に
基づく生活扶助などの扶助費及び町債の元利償
還などの公債費は、その支出が義務づけられて
おり、任意に削減できない経費であることから、
「義務的経費」といわれます。
　道路や施設建設など、まちづくりの充実に使
われるもので、町民の皆さんの生活を豊かにす
るための普通建設事業費などは、「投資的経費」
といわれます。
　「その他の経費」には、行政運営のための事
務的経費などの物件費や特別会計への繰出金、
補助費などが含まれます。通常、歳出全体に占
める義務的経費の割合が高いほど財政構造は硬
直化してきます。逆に、投資的経費の割合が高
いほど財政構造は弾力性が大であり、健全な財
政であるといえます。
　あさぎり町では年々歳出にしめる義務的経費
の割合が高まってきており、自由に使える町費
が減ってきています。
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※端数は切り捨ててあります



建設経済常任委員会所管課分

問
耕
作
放
棄
地
解
消
緊
急
対
策
事

業
の
内
容
は
。

答
３
名
の
方
が
利
用
し
て
農
用
地

区
域
外
の
４
，４
９
２
㎡
が
解

消
さ
れ
た
。

問
青
年
就
農
給
付
金
８
２
５
万
円

の
内
訳
は
。

答
全
部
で
13
名
で
、夫
婦
が
４
件
、

他
が
９
件
、半
年
分
の
経
費
で

あ
る
。問

旧
須
恵
中
跡
地
の
住
宅
建
設
の

進
捗
状
況
及
び
完
成
予
定
時

期
は
。

問
須
恵
文
化
ホ
ー
ル
の
空
調
設

備
に
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
た
が
。

答
平
成
７
年
の
開
館
以
来
、年
数

の
経
過
に
伴
い
、設
備
に
不
具

合
が
出
始
め
て
い
る
。
対
策
を
検
討
し

て
い
く
。

問
支
所
機
能
が
、窓
口
対
応
の
み

に
な
っ
て
い
な
い
か
。

答
窓
口
対
応
だ
け
で
な
く
、地
域

の
活
性
化
に
つ
な
が
る
様
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
強
化
等
踏

ま
え
て
考
え
て
い
き
た
い
。

問
森
園
カ
ン
ト
リ
ー
パ
ー
ク
の

急
斜
面
の
芝
刈
り
作
業
に
危

険
性
は
な
い
の
か
。

答
途
中
に
作
業
道
を
作
る
と
か
、

転
倒
防
止
の
面
か
ら
も
、事
故

の
な
い
様
に
安
全
確
保
の
為
、予
算
等

も
含
め
検
討
し
た
い
。

問
緊
急
放
送
が
、全
て
の
世
帯
に

伝
わ
っ
て
い
な
い
の
で
は
。

答
区
長
会
等
で
も
伺
っ
て
い
る

が
、そ
の
都
度
出
向
い
て
音
量

調
節
等
対
応
し
て
い
る
。
そ
れ
で
も
聞

こ
え
な
い
時
は
今
後
対
策
を
考
え
て
い

き
た
い
。

答
現
在
、団
地
の
造
成
工
事
を
行
っ
て

お
り
、併
せ
て
取
付
け
道
路
工
事
、給

水
設
備
工
事
の
発
注・着
工
で
進
め
て
い
る
。

　

町
産
材
を
使
用
し
、完
成
予
定
時
期

は
来
年
３
月
で
あ
り
、入
居
募
集
は
12

月
を
目
途
に
行
い
、入
居
予
定
は
３
月

中
旬
の
予
定
で
あ
る
。

問
鳥
獣
害
防
止
の
状
況
は
。

答
捕
獲
に
つ
い
て
は
、
鹿
４
６
８

頭
、
猿
21
頭
、カ
ラ
ス
75
羽
、

猪
20
頭
。
被
害
の
状
況
は
、鹿
、猿
、猪
、

カ
ラ
ス
な
ど
通
年
を
通
し
て
被
害
が
あ

る
が
、本
年
度
に
つ
い
て
は
田
植
え
後

に
被
害
が
大
き
か
っ
た
の
で
、電
牧
木

柵
等
の
設
置
で
対
応
し
て
い
る
。

問
町
元
気
支
援
事
業
研
修
費
補
助

金
の
内
容
は
。

答
研
修
内
容
は
、大
型
２
種
免
許

取
得
３
名
、ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

２
級
受
講
９
名
、そ
の
他
医
療
事
務
、調

剤
薬
局
事
務
・
介
護
、調
理
師
免
許
等
で

16
名
と
な
っ
て
い
る
。

問
鳥
獣
害
防
止
駆
除
隊
の
後
継
者

対
策
は
。

答
後
継
者
が
非
常
に
少
な
く
て
、危

惧
を
持
っ
て
い
る
。今
後
駆
除
隊

長
会
議
等
を
行
い
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

問
ふ
る
さ
と
振
興
社
の
経
営
の
あ

り
方
は
。

答
将
来
自
主
自
立
、い
わ
ゆ
る
利
益

を
追
求
す
る
形
で
進
め
て
い
く
。

問
高
額
な
投
資
と
な
っ
た
公
衆
ト

イ
レ
整
備
事
業
の
検
証
は
。

答
検
証
は
や
っ
て
い
な
い
。
事
業

効
果
は
今
後
検
証
を
し
て
い
き

た
い
。問

定
住
促
進
費
の
中
の
企
業
誘
致

状
況
は
。

答
旧
岡
原
中
関
係
で
大
学
・
専
門

学
校
・
福
祉
関
係
を
粘
り
強
く

（農林振興課・商工観光課・建設課・上下水道課）

総務文教常任委員会所管課分
（総務課・会計課・企画財政課・教育委員会）

平成24年度決算審議内容の抜粋

厚生常任委員会所管課分
（税務課・町民課・福祉課・保健環境課）

問
償
還
金
利
子
及
び
割
引
料
の

町
税
過
誤
納
還
付
金
は
、誤
っ

て
徴
収
し
過
ぎ
た
金
額
か
。

答
町
内
事
業
所
、事
務
所
の
法
人

税
・
所
得
税
の
還
付
申
告
に
係

る
個
人
住
民
税
等
の
過
誤
納
還
付
金
で

あ
る
。問

高
齢
者
住
宅
改
造
助
成
事
業

の
中
に
、
熱
中
症
対
策
と
し

て
、冷
暖
房
装
置
の
取
り
組
み
は
考
え

ら
れ
な
い
か
。

答
異
常
気
象
が
続
け
ば
、
関
係

町
村
と
協
議
し
た
い
。

問
犬
の
未
登
録
・
狂
犬
病
予
防
の

未
注
射
の
頭
数
等
の
把
握
は
。

答
平
成
24
年
度
の

実
積
で
登
録
数

１
，３
６
９
頭
、接
種
率

90
％
で
、１
２
７
頭
が
未

接
種
。
獣
医
師
会
の
協

力
に
よ
り
集
団
接
種
を

行
う
。問

乗
合
タ
ク
シ
ー

の
主
要
な
路
線

数
と
利
用
人
数
は
。

答
定
期
路
線
が
、八
路
線
と
予
約

を
必
要
す
る
路
線
が
、四
路
線

で
合
計
の
７
，５
１
１
名
。

問
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

補
助
金
の
必
要
が
あ
る
の
か
。

答
25
年
度
か
ら
セ
ン
タ
ー
の
自

主
運
営
が
可
能
と
い
う
こ
と

で
補
助
金
は
全
額
削
除
し
て
い
る
。

問
町
民
税
や
軽
自
動
車
税
等
の

収
入
未
済
額
が
約
１
億
円
あ

ま
り
あ
る
。
滞
納
状
況
の
対
策
は
。

答
収
納
に
つ
い
て
は
、滞
納
整
理

も
含
め
て
力
を
入
れ
て
現
在

す
す
め
て
い
る
。
現
年
度
分
と
過
年
度

分
を
比
べ
て
、現
年
度
分
は
あ
る
程
度

徴
収
で
き
て
い
る
。
過
年
度
分
に
つ
い

て
は
、平
成
21
年
度
か
ら
県
と
連
携
し

強
化
し
て
い
る
。
収
納
率
を
高
め
る
に

は
、現
年
度
分
徴
収
に
力
を
入
れ
る
こ

と
が
過
年
度
分
の
収
入
未
済
額
の
減
少

に
つ
な
が
る
。

問
た
ば
こ
を
地
元
で
購
入
す
る

啓
発
活
動
は
。

答
各
支
所
ま
た
は
本
庁
、税
務
課

の
窓
口
に
啓
発
ポ
ス
タ
ー
を

掲
示
す
る
と
共
に
広
報
で
も
町
内
購

入
と
マ
ナ
ー
の
徹
底
を
呼
び
か
け
て

い
る
。

平成24年度  あさぎり町
下水道事業決算を不認定

使用料の賦課漏れ分の徴収が進んでいないため、起立採決の結果、反対８・賛成７で不認定。

旧須恵中跡地の住宅建設予定地

あ
さ
ぎ
り
町
内
の
販
売
店
で

購
入
し
ま
し
ょ
う

斉堂地区公衆トイレ
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平成25年度　一般会計補正予算
歳入・歳出4億1,288万8千円を追加し

歳入歳出予算の
総額105億9,542万8千円で可決

・国民健康保険特別会計補正予算………… 3,447千円
・介護保険特別会計補正予算…………… 16,914千円
・簡易水道事業特別会計補正予算……… 29,576千円
・下水道事業特別会計補正予算…………… 5,189千円
・上財産区特別会計補正予算……………… 1,033千円

●くま川鉄道経営安定化補助金…………………… 7,608千円
●財政調整基金積立金…………………………… 128,541千円
●生涯学習センター建設費……………………… 153,500千円
●子ども・子育て支援システム導入委託料等…… 5,499千円
●保育士等処遇改善臨時特例事業補助金…………13,285千円
●簡易水道費…………………………………………11,576千円
●農地費………………………………………………14,924千円
●起業支援型雇用創造事業費……………………… 8,636千円
●道路維持費…………………………………………13,960千円
●公民館費……………………………………………30,064千円

生涯学習センター予定地（旧免田中）黒田公民分館建設予定地

条例の制定 及び 改正

あ
さ
ぎ
り
町
特
別
職
の
職
員
で
常

勤
の
も
の
の
給
与
及
び
旅
費
に
関

す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

あ
さ
ぎ
り
町
営
土
地
改
良
事
業
分

担
金
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

あ
さ
ぎ
り
町
林
道
管
理
条
例
等
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

あ
さ
ぎ
り
町
公
益
的
法
人
等
へ
の

職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

あ
さ
ぎ
り
町
指
定
管
理
候
補
者
選

定
委
員
会
条
例
等
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

公
職
選
挙
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
成
年

被
後
見
人
に
係
る
選
挙
権
及
び
被
選
挙
権

が
回
復
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
町
長
、
副
町
長

及
び
教
育
長
の
被
選
挙
権
喪
失
に
よ
り
失
職

し
た
場
合
の
期
末
手
当
の
支
給
要
件
に
つ
い

て
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
。

　

分
担
金
は
、
土
地
改
良
事
業
の
施
行
に
係

る
地
域
の
受
益
者
で
、
町
長
が
当
該
の
施
行

に
よ
り
特
に
利
益
を
受
け
る
と
認
め
る
者
か

ら
徴
収
す
る
と
定
め
る
も
の
。

　

町
が
発
送
す
る
公
文
書
に
つ
い
て
、
順
次

や
さ
し
い
文
章
に
変
え
る
も
の
。

　

町
立
保
育
所
が
社
会
福
祉
協
議
会
へ
指
定

管
理
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
派
遣
職
員
の
給
与

等
処
遇
に
つ
い
て
必
要
な
措
置
を
定
め
る

も
の
。

　

あ
さ
ぎ
り
町
指
定
管
理
候
補
者
選
定
委
員

会
及
び
あ
さ
ぎ
り
町
公
共
用
地
取
得
等
審
議

会
の
庶
務
を
総
務
課
の
所
管
と
す
る
も
の
。

訪
問
し
て
い
る
。
様
々
な
選
択
肢
を
考

え
て
そ
の
一
つ
と
し
て
進
め
て
い
る
。

問
道
路
の
除
草
剤
使
用
は
出
来
な

い
か
。

答
県
は
試
験
的
に
除
草
剤
を
使
用

し
て
い
る
の
で
今
後
検
討
す
る
。

問
各
種
補
助
金
が
出
て
い
る
が
、

対
象
者
の
町
税
等
の
滞
納
状
況

は
調
査
し
て
い
る
の
か
。

答
交
付
要
件
の
中
に
、分
納
誓
約

書
な
ど
の
項
目
を
設
け
て
検
討

し
た
い
。

問
農
業
委
員
報
酬
の
増
額
の
検
討

は
。

答
ま
だ
検
討
は
行
っ
て
い
な
い

が
、郡
内
・
県
内
の
状
況
を
調
査

し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問
簡
易
水
道
特
別
会
計
に
お
け
る

資
金
不
足
の
発
生
原
因
は
。

答
管
理
体
制
の
不
備
に
よ
る
事
務

処
理
の
ミ
ス
が
原
因
。

問
下
水
道
使
用
料
の
賦
課
漏
れ
の

徴
収
状
況
は
。

答
57
件
、
徴
収
残
額
６
７
４
万

７
，３
１
０
円
で
あ
り
、徴
収
率

31
％
と
な
っ
て
い
る
。
時
効
分
の
金
額

は
３
８
４
万
５
８
６
０
円
。
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で
負
担
感
が
大
き
い
。
現
在
頑
張
っ

て
い
た
だ
い
て
い
る
方
々
と
連
携
、

確
認
し
合
っ
て
、
も
う
一
つ
若
い
世

代
を
ど
う
や
っ
て
そ
の
中
に
参
画
さ

せ
、
活
動
の
輪
を
広
げ
て
い
け
る
か

が
勝
負
だ
。
よ
り
意
識
を
高
め
た
取

り
組
み
に
し
て
い
き
た
い
。

加
賀
山　

本
町
の
男
女
共
同
参
画
推

進
懇
話
会
の
目
的
と
取
り
組
み
は
。

町
長　

女
性
の
今
後
の
活
躍
、
活
動

が
町
あ
る
い
は
地
域
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
。
後
継
者
を
い
か
に
参
加
さ

せ
育
成
し
て
い
く
か
と
い
う
取
り
組

み
が
大
切
だ
。

永
井　

空
き
缶
の
ポ
イ
捨
て
や
ゴ
ミ

の
不
法
投
棄
に
は
厳
し
く
対
応
し
て

頂
き
た
い
。

保
健
環
境
課
長　

環
境
美
化
条
例
に

基
づ
き
、
指
導
す
べ
き
点
は
指
導
し

理
解
を
求
め
て
い
き
た
い
。

永
井　

町
道
に
は
上
下
水
道
の
工
事

の
後
や
、
ま
た
農
道
に
は
横
断
す
る

用
排
水
路
の
部
分
で
、
道
路
に
凹
凸

が
で
き
町
民
に
迷
惑
を
か
け
て
い

る
。
そ
の
管
理
状
況
は
。

建
設
課
長　

工
事
に
よ
る
段
差
が
生

じ
て
い
る
路
線
が
あ
る
の
が
現
状
で

あ
る
。
軽
微
な
補
修
は
通
常
の
維
持

管
理
で
部
分
補
修
し
、
広
範
囲
で
あ

れ
ば
、工
事
請
負
で
発
注
し
て
い
る
。

永
井　

河
川
の
堤
防
に
お
い
て
、
雑

草
の
繁
茂
が
激
し
く
隣
接
す
る
農
地

の
耕
作
者
は
大
変
迷
惑
し
て
い
る
。

環
境
保
全
の
た
め
に
も
除
草
に
係
る

予
算
の
優
先
順
位
を
上
げ
る
事
は
で

き
な
い
か
。

町
長　

国
・
県
・
町
が
管
理
す
る
箇

所
を
把
握
し
、
町
が
ど
こ
ま
で
や
れ

る
の
か
整
理
し
て
対
応
し
た
い
。

豊
永　

ま
ち
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
あ
さ
ぎ
り
町

独
自
の
政
策
で
あ
る
住
民
協
働
に
よ
る
環
境
整
備
資

材
等
支
給
条
例
が
、
平
成
24
年
度
に
制
定
さ
れ
た
。

ま
だ
２
年
目
で
あ
る
が
、
手
応
え
と
成
果
・
課
題
は
。

町
長　

地
域
で
出
来
る
と
こ
ろ
は
一
定
の
資
材
等
を

提
供
す
る
事
に
よ
っ
て
共
同
作
業
等
を
通
し
て
、
連

携
の
絆
も
強
ま
る
。
段
々
と
こ
の
取
組
み
が
、
地
域

に
周
知
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
こ
の
条
例
の
制
定
は
非
常

に
良
か
っ
た
。
も
っ
と
活
用
し
て
も
ら
え
ば
。

豊
永　

ゴ
ミ
減
量
化
と
生
ゴ
ミ
の
資
源
化
に
つ
い
て

の
対
策
は
。

町
長　

過
去
９
年
間
で
町
で
７
２
９
ｔ
増
加
し
、
応

分
の
費
用
も
増
え
て
い
る
。
郡
市
で
建
設
し
た
ゴ
ミ

焼
却
場
で
あ
る
人
吉
球
磨
ク
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
が
あ
る

が
、
今
後
も
延
命
化
に
取
り
組
ん
で
郡
市
一
体
と

な
っ
て
持
ち
込
み
の
ゴ
ミ
の
量
を
減
ら
し
た
い
。
生

ゴ
ミ
の
分
別
収
集
を
徹
底
し
て
、
焼
却
等
に
持
っ
て

い
く
ゴ
ミ
を
何
と
し
て
も
前
年
比
マ
イ
ナ
ス
に
な
る

よ
う
取
り
組
む
。

あさぎり町住民協働による環境整備資材等支給条例の手応えと成果・課題は
豊永　喜一 議員
農業振興を図るうえで重要な役割を果たす女性の活動への支援について
加賀山　瑞津子 議員

民間の力を活かした町づくりを推進すべきと考えるが
徳永　正道 議員
町民の利便性を高めるための本庁舎統合は喫緊の課題といえないか
久保　尚人 議員

9
P

10
P

小・中学校等の九州・全国大会へ助成金は
橋本　誠 議員
温泉施設に木質バイオマスボイラー導入は
奥田　公人 議員

集落営農の法人化に向けた動きは
小見田　和行 議員

11
P

12
P

9人が登壇一 般 質 問

一
般
質
問

一
般
質
問

ゴミの不法投棄には厳しい対応を　 永井　英治 議員

体罰・いじめの実態と対策は　　　 溝口　峰男 議員
8
P

永井　英治 議員

問 �体罰・いじめの実態と対策は
　　   体罰は小中校各１名の職員
　 　  いじめは小学校79件、中学校13件

溝
口　

本
年
１
月
23
日
、文
科
省
が
体

罰
に
関
す
る
実
態
調
査
を
実
施
し
た

が
、い
じ
め
と
合
わ
せ
本
町
の
実
態
と

対
策
は
。

教
育
長　

体
罰
は
小
学
校
１
名
、中
学

校
１
名
の
職
員
が
お
こ
な
っ
た
。い
じ

め
は
小
学
校
79
件
、
中
学
校
13
件
あ
っ
て
い
る
。
特

に
小
学
校
低
学
年
が
非
常
に
多
い
。
体
罰
は
人
権
を

無
視
し
た
行
為
で
あ
り
法
律
で
も
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

校
長
会
・
学
校
訪
問
等
で
職
員（
先
生
）を
じ
か
に
指

導
し
て
い
る
。

　

い
じ
め
に
つ
い
て
は
、
先
生
と
生
徒
、
そ
し
て
相

手
か
ら
状
況
を
聞
き
一
つ
一
つ
ち
ゃ
ん
と
過
ち
を
認

め
さ
せ
る
な
ど
の
方
法
を
と
り
、
全
て
解
決
し
て
い

る
。

溝
口　

し
ら
が
ね
寮
で
は
、職
員
が
利
用
者
（
寮
生
）

を
い
じ
め
て
い
る
と
親
族
か
ら
県
へ
申
し
立
て
が
な

さ
れ
た
。
調
査
の
結
果
と
町
の
対
策
は
。

町
長　

県
か
ら
３
つ
の
改
善
事
項
と
２
つ
の
指
導
事

項（
１
、施
設
職
員

に
対
す
る
管
理
・

指
導
を
徹
底
す
る

事
。２
、施
設
職
員

の
支
援
ス
キ
ル
の

向
上
を
図
る
事
。）

が
あ
っ
た
。
し
っ

か
り
と
受
け
と
め

改
善
し
て
い
く
。

問 

農
業
振
興
を
図
る
う
え
で
重
要

な
役
割
を
果
た
す
女
性
の
活
動

へ
の
支
援
に
つ
い
て

　
　  

　
ひ
と
つ
ず
つ
丁
寧
に

活
動
を
み
て
支
援
す
る

教育長

加
賀
山　

今
後
の
農
業
の

振
興
を
考
え
た
場
合
に
農

業
女
性
の
会
へ
の
補
助
金

も
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
が

後
継
者
対
策
の
一
環
と
し

て
も
、
女
性
農
業
者
の
活
動

の
拡
大
に
む
け
て
取
り
組

む
こ
と
は
重
要
だ
。
例
え
ば

集
落
営
農
組
織
の
中
で
女
性
も
活
動

し
た
り
、
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
の
再

構
築
な
ど
具
体
的
に
ま
ず
小
さ
な
グ

ル
ー
プ
で
の
活
動
を
進
め
て
み
て
は

ど
う
か
。

町
長　

日
本
の
場
合
に
女
性
は
家
事

も
農
業
も
さ
れ
な
が
ら
の
地
域
活
動

溝口　峰男 議員加賀山　瑞津子 議員

問 �

ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
に
は

　
　
　
　
　
　
厳
し
い
対
応
を

　
　 

　 

指
導
を
し
て
理
解
を
求
め
た
い

豊永　喜一  議員

問 あさぎり町住民協働による環境整備資材等
　支給条例の手応えと成果・課題は
　　  条例の制定は非常に良かった。もっと活用を町長

町
長

役
場
内
掲
示
板
よ
り

保
健
環
境
課
長

議員が町の執行部に対して
さまざまな角度から町政に
ついて質問する。

協働作業（築地地区）
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久
保　

総
合
窓
口
化
と
、
議
場
の
本
庁
舎
移

転
の
優
先
順
位
を
つ
け
る
な
ら
。

町
長　

町
民
の
利
便
性
の
点
か
ら
総
合
窓
口

化
を
優
先
し
た
い
。

久
保　

総
合
窓
口
化
は
本
庁
舎
の
ワ
ン
フ
ロ

ア
で
の
対
応
が
ベ
ス
ト
と
思
え
る
が
。

町
長　

認
識
し
て
い
る
。

久
保　

本
庁
舎
統
合
は
大
き
な
経
費
節
減
に

も
繋
が
る
。

　

ス
ペ
ー
ス
の
問
題
は
、
東
庁
舎
裏
の
プ
レ

ハ
ブ
会
議
室
の
移
設
や
保
健
・
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
２
Ｆ
会
議
室
、
本
庁
舎
中
庭
に
屋
根

を
か
け
て
ス
ペ
ー
ス
を
作
り
出
す
な
ど
様
々

な
ア
イ
デ
ア
を
駆
使
し
て
、
フ
ル
活
用
す
れ

ば
必
ず
で
き
る
。

　

空
い
た
東
庁
舎
を
体
育
館
に
戻
せ
ば
体
育

施
設
不
足
の
問
題
も
少
し
は
解
決
す
る
。

町
長　

東
庁
舎
の
本
庁
舎
へ
の
統
合
を
保

健
・
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
大
幅
な
改
造
も
含
め

て
、
前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

久
保　

議
場
に
は
７
千
８
百
万
円
も
の
巨
費

が
投
じ
ら
れ
て
い
る
。
10
年
で
潰
し
て
は
町

民
の
理
解
が
得
ら
れ
な
い
。

町
長　

議
場
の
移
転
よ
り
町
民
の
利
便
性
を

高
め
る
総
合
窓
口
化
を
最
重
要
課
題
だ
と
認

識
し
、
優
先
さ
せ
た
い
。

問 

町
民
の
利
便
性
を
高
め
る
た
め
の 

本
庁
舎

　
統
合
は
喫
緊
の
課
題
と
い
え
な
い
か

　 

　
議
場
の
移
転
よ
り
町
民
の
利
便
性
を
高
め
る

　
　 

総
合
窓
口
化
を
優
先
さ
せ
た
い

問 民間の力を活かした町づくりを
　　　　　　　　　推進すべきと考えるが
　　　町の活性化の為に大事な取り組みである

問 温泉施設に
　木質バイオマスボイラー導入は
　　　　　計画書自体は策定していない

問 

小
・
中
学
校
等
の
九
州
・
全
国
大
会
へ

　
助
成
金
は

　
　�

柔
軟
性
の
あ
る
予
算
の
確
保
を
検
討
し
た
い

一
般
質
問

一
般
質
問

奥
田　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
を
導
入
す
れ
ば
、
燃
料
費

を
約
10
分
の
１
に
節
約
で
き
る
と
聞
い
て
い
る
。
一
日
も
早
い

導
入
を
図
っ
て
、
経
費
の
節
減
に
努
め
る
べ
き
だ
が
、
町
の
計

画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
導

入
計
画
書
の
作
成
は
な
さ
れ
て
い
る
の
か
。

町
長　

３
〜
４
年
以
上
前
に
な
る
が
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
状

況
、
国
内
の
導
入
状
況
と
か
、
補
助
金
等
あ
る
い
は
そ
の
他
の

状
況
に
つ
い
て
は
様
々
に
検
討
し
て
い
る
。
導
入
計
画
の
件
に

つ
い
て
は
町
の
総
合
計
画
の
中
に
示
し
て
い
る
。

企
画
財
政
課
長　

仮
称
だ
が
、
あ
さ
ぎ
り
町
総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー

計
画
の
策
定
を
考
え
て
い
る
。
本
年
度
中
に
策
定
出
来
る
よ
う

作
業
を
進
め
て
い
る
。

　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
導
入
計
画
と
い
う
計
画
書
自
体

に
つ
い
て
は
、
策
定
し
て
い
な
い
。

徳
永　

大
変
厳
し
い
財
政
運
営
が
続
く
中
、
新
し
い
企
画
事

業
に
挑
戦
す
る
事
は
至
難
と
考
え
る
。
そ
こ
で
提
案
し
た
い

の
が
民
間
の
力
を
借
り
て
事
業
推
進
に
取
り
組
ん
だ
ら
ど
う

か
。
例
え
ば
人
吉
か
ら
湯
前
迄
球
磨
川
沿
い
を
走
る
サ
イ
ク

リ
ン
グ
ロ
ー
ド
を
活
か
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
定
着
さ

せ
る
。
そ
の
中
で
九
州
各
県
の
グ
ル
メ
フ
ェ
ア
と
銘
打
っ
て

人
を
呼
び
込
み
サ
イ
ク
リ
ン
グ
大
会
と
合
わ
せ
て
人
吉
・
球

磨
の
特
産
品
販
売
に
つ
な
げ
て
行
く
。
そ
う
い
う
企
画
を
あ

さ
ぎ
り
町
か
ら
発
信
を
し
て
行
く
事
も
フ
ー
ド
バ
レ
ー
構
想

の
観
点
か
ら
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

町
長　

サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
の
活
用
に
つ
い
て
は
基
本
的

に
は
同
じ
で
あ
る
。
広
域
行
政
組
合
の
理
事
会
で
も
意
見
を

申
し
上
げ
て
き
た
。
人
吉

か
ら
下
流
域
で
の
球
磨
川

下
り
、
上
流
域
の
チ
ャ
リ

ン
コ
下
り
と
い
う
の
も
面

白
い
の
で
は
な
い
か
。

徳
永　

あ
さ
ぎ
り
町
の
特

性
を
生
か
し
た
イ
ベ
ン
ト

を
全
国
に
発
信
し
て
行
こ

う
で
は
な
い
か
。
一
致
団

結
し
た
取
り
組
み
を
期
待

し
た
い
。

久保　尚人 議員

町長

橋本　誠 議員

橋
本　

小
・
中
学
生
等
が
熊
本
県
代
表
と
し
て

体
育
・
文
化
分
野
で
九
州
・
全
国
に
出
場
時
に

助
成
金
を
見
直
す
事
が
出
来
な
い
か
。

町
長　

近
隣
町
村
と
の
状
況
を
見
き
わ
め
る
。

橋
本　

ふ
る
さ
と
納
税
の
一
部
を
今
回
の
大
会

助
成
金
の
よ
う
な
形
で
、
基
金
と
し
て
考
え
ら

れ
な
い
か
。

町
長　

柔
軟
性
の
あ
る
予
算
と
し
て
確
保
す
る

事
を
検
討
す
る
。

橋
本　

将
来
、
町
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
ど
う

か
前
向
き
な
検
討
を
お
願
い
し
た
い
。

◎
他
の
質
問
　

　

町
道
深
田
・
須
恵
地
区
、
シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
、

ふ
れ
あ
い
道
路
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

徳永　正道 議員

町
長

企画財政課長

奥田　公人 議員

町
長

温華乃遥温泉

球磨川サイクリングロード掲示板

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス 

と

総
合
窓
口
化

　

住
民
の
利
便
性
向
上
の
た
め
、
住
民
が

関
連
す
る
複
数
の
手
続
き
を
一
箇
所
の
窓

口
で
集
中
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
す
る
取
り
組
み
の
こ
と
。

　

多
く
の
地
方
自
治
体
で
は
、
手
続
き
ご

と
に
窓
口
が
分
け
ら
れ
て
い
る
。

　

各
窓
口
は
条
例
や
規
則
等
に
基
づ
き

分
割
さ
れ
て
い
る
た
め
、
住
民
が
複
数
の

手
続
き
を
一
度
に
行
う
必
要
が
あ
る
場
合

（
引
越
し
、
結
婚
等
）に
各
々
の
部
署
の
窓

口
を
回
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
住
民
が
手

間
と
感
じ
や
す
い
。

あさぎり中学校
第４０回全日本中学校陸上選手権大会

男子４×１００ｍ決勝　５位

免田小学校
第29回全国小学校陸上競技交流大会

80ｍハードル　３位
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問 
集
落
営
農
の
法
人
化
に
向
け
た
動
き
は

　
　
　
　  
法
人
化
し
た
組
織
は
現
在
な
い

小見田　和行 議員

一
般
質
問

小
見
田　

法
人
化
に
向
け
た
動
き
を
県
、
国

で
進
め
て
い
る
が
、
あ
さ
ぎ
り
町
の
現
状
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

農
林
振
興
課
長　

25
組
織
中
、
法
人
化
し
た

組
織
は
現
在
の
と
こ
ろ
無
い
が
、
一
つ
の
組

織
が
研
修
中
で
あ
る
。

小
見
田　

法
人
化
に
移
行
で
き
に
く
い
原
因

の
分
析
は
な
さ
れ
て
い
る
か
。

農
林
振
興
課
長　

経
営
運
営
の
不
安
、
税
務

対
策
、
メ
リ
ッ
ト
が
見
え
な
い
等
、
色
々
な

課
題
も
抱
え
て
い
る
。
会
計
管
理
人
材
の
育

成
も
大
き
な
課
題
な
の
か
と
考
え
て
い
る
。

小
見
田　

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
企
業
と
の
連

携
、
誘
致
は
出
来
な
い
か
。

　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
関
連
企
業
で
は
、
日
本

で
も
屈
指
の
企
業
、
銘
建
工
業
が
、
深
田
で

操
業
中
で
あ
り
、当
社
の
理
念
、実
績
を
も
っ

て
「
真
庭
モ
デ
ル
」
と
称
さ
れ
、
林
業
振
興

に
も
活
躍
中
で
あ
る
。
町
に
と
っ
て
も
新
産

業
創
出
の
チ
ャ
ン
ス
と
思
う
が
生
か
す
考

え
は
。

町
長　

中
島
社
長
も
常
々
工
場
を
活
か
し
た

い
と
言
っ
て
お
ら
れ
る
。
真
剣
に
話
し
合
う

場
を
設
け
た
い
。

農
林
振
興
課
長

（株）熊本製材のボイラー

　

９
月
25
日
、
ポ
ッ
ポ
ー
館
に

て
区
長
会
主
催
の
意
見
交
換
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

◆
議
会
か
ら

①
議
員
か
ら
の
町
づ
く
り
提
言

②
各
委
員
会
か
ら
の
報
告

◆
区
長
さ
ん
か
ら

・
町
有
の
建
造
物
イ
ン
フ
ラ
の

維
持
費
の
見
通
し
に
つ
い
て

・
町
長
選
挙
と
町
議
選
挙
の
同

日
選
挙
に
つ
い
て

・
議
員
定
数
の
削
減
に
つ
い
て

・
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
に
つ
い
て

・
行
政
区
の
再
編
統
合
に
つ
い
て

あさぎり町区長会と町議会 

意見交換会の様子

意見交換会

・
議
場
の
移
転
に
つ
い
て

・
公
立
多
良
木
病
院
に
つ
い
て

・
駅
前
開
発
整
備
事
業
に
つ
い
て

・
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
事
業
に

つ
い
て

　

こ
の
他
に
も
、
熱
心
な
質
問
、

ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

町
民
の
皆
様
の
為
に
今
後
も

議
員
一
同
、
精
一
杯
取
り
組
ん

で
い
く
事
を
お
伝
え
し
閉
会
致

し
ま
し
た
。

２
、
７
月
10
日
、
深
田
地
区
・
須
恵
地
区
内
に
お

け
る
球
磨
川
等
の
河
川
整
備
並
び
に
竹
林

伐
採
と
土
砂
の
撤
去
に
つ
い
て
現
地
調
査
。

３
、
７
月
29
日
、
須
恵
公
営
住
宅
建
設
に
関
し

て
工
事
費
増
と
な
る
町
産
材
の
無
償
支
給

に
つ
い
て
今
後
検
討
す
る
よ
う
申
し
入

れ
た
。

１
、
７
月
３
・
４
日
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ

ラ
ー
施
設
を
視
察
研
修
し
た
。

２
、
７
月
29
日
、
①
子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度

に
関
す
る
調
査
。
②
救
護
施
設（
し
ら
が
ね

寮
）。
③
町
立
保
育
所
指
定
管
理
に
つ
い
て

調
査
。

３
、
８
月
23
日
、
錦
町
保
育
所
と
山
江
村
保
育

所
の
民
間
委
託
に
関
す
る
調
査
。

後
の
現
状
と
課

題
に
つ
い
て
、

遊
休
施
設
の
活

用
法
に
つ
い
て

尋
ね
た
。
教
育

セ
ン
タ
ー
で
は

事
業
説
明
を
受

け
質
疑
を
行
っ

た
。
装
飾
古
墳

館
に
於
い
て
は

館
長
の
木
㟢
氏

よ
り
球
磨
地
方

の
考
古
学
を
中
心
に
講
話
を
頂
い
た
。

１
、
６
月
28
日
、
①
旧
須
恵
中
学
校
跡
地
公
営

住
宅
建
設
町
産
材
利
用
に
つ
い
て
検
討
し

た
。
②
岡

原
斉
堂
原

58
号
線
法

面
工
事
の

修
復
工
事

で
は
コ
ン

ク
リ
ー
ト

で
の
工
事

で
行
う
事

を
確
認
し

た
。

　

８
月
30
日
・
人
吉
球
磨
ク
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
・

大
会
議
室
に
於
い
て
、
第
３
回
定
例
会
が
開

議
さ
れ
た
。
冒
頭
、
議
長
よ
り
２
名
の
辞
職

の
報
告
、
改
選
に
伴
い
五
木
村
議
員
２
名
・

錦
町
議
会
よ
り
議
会
構
成
の
変
更
に
伴
い
２

名
が
本
組
合
議
員
と
し
て
選
出
さ
れ
た
旨
の

報
告
。
主
な
審
議
内
容
と
し
て
は
、
条
例
改

正
・
補
正
予
算（
第
１
号
）・
決
算
特
別
委
員

会
の
設
置
等
で
原
案
通
り
可
決
し
た
。

　

９
月
３
日
、

第
３
回
定
例
会

が
あ
り
、
議
案

７
件
、
決
算
認

定
５
件
、
発
議

２
件
の
14
議
案

が
原
案
通
り
可

決
認
定
さ
れ

た
。
平
成
24
年

度
の
病
院
・
老

健
・
健
診
・
３

事
業
収
支
決

算
額
は
、
約

４
百
万
円
の
当
年
度
純
損
失
の
決
算
内
容
で
し

た
。
企
業
長
の
行
政
報
告
で
は
、
医
師
不
足
対

策
の
取
り
組
み
の
必
要
性
等
、
報
告
が
あ
っ
た
。

　

８
月
21
・
22
日
、
佐
賀
県
吉
野
ヶ
里
町
議
会

と
熊
本
県
立
教
育
セ
ン
タ
ー
、
県
立
装
飾
古
墳

館
を
視
察
研
修
し
た
。
吉
野
ヶ
里
町
で
は
合
併

一
部
事
務
組
合
及
び
常
任
委
員
会
報
告

建
設
経
済
常
任
委
員
会

人
吉
球
磨
広
域
行
政
組
合

議
会
報
告

球
磨
郡
公
立
多
良
木
病
院

企
業
団
議
会
報
告

総
務
文
教
常
任
委
員
会

厚
生
常
任
委
員
会

熊本県立教育センターに於いて　

汚泥再生処理センター

球磨川等の河川整備現地調査

公立多良木病院

須恵保育所
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保
が
で
き
る
努
力
を
し
て
い
る
。

　

実
態
調
査
に
よ
る
と
約
20
％
の

コ
ン
ビ
ニ
受
診
が
あ
り
、当
直
医

の
疲
弊
に
拍
車
が
か
か
っ
て
い
ま

す
。
住
民
の
皆
さ
ん
の
御
協
力
を

お
願
い
し
た
い
。

問
廃
食
油
に
よ
る
バ
イ
オ

デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料（
Ｂ
Ｄ

Ｆ
）の
活
用
実
験
の
経
過
は
ど
う

な
っ
た
か
、ま
た
実
用
化
に
向
け

て
続
け
て
は
ど
う
か
。（
上
）

答
こ
の
燃
料
を
使
用
し
た
公

用
ダ
ン
プ
が
以
前
に
不
具

合
を
起
こ
し
た
。
現
在
も
公
用
車

一
台
に
使
用
し
て
い
る
が
、安
定

的
な
実
用
化
に
は
、廃
食
油
の
確

保
と
製
造
装
置
の
精
度
を
上
げ
る

必
要
が
あ
る
。

問
定
例
日
会
議（
以
前
の
定

例
会
）以
外
の
本
会
議
開

催
に
つ
い
て
広
報
が
な
さ
れ
ず
、い

つ
行
わ
れ
た
の
か
分
か
ら
な
い
の

で
、広
報
等
を
お
願
い
す
る
。（
免
）

答
定
例
日
以
外
の
会
議
は
、

開
議
請
求
か
ら
本
会
議
開

会
ま
で
の
期
間
が
短
い
た
め
、告

知
放
送
や
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

周
知
を
行
う
。

問
議
会
基
本
条
例
に
書
か
れ

て
い
る
各
議
員
の
活
動
に

に
対
し
８
月
末
時
点
で
２
２
０
万

と
な
っ
て
い
る
。

問
公
立
多
良
木
病
院
の
運
営

に
つ
い
て
、10
月
か
ら
診

療
体
制
が
変
わ
り
、八
代
な
ど
の

遠
い
病
院
を
紹
介
さ
れ
る
な
ど
、

住
民
に
と
っ
て
は
先
行
き
不
安
で

あ
る
。
現
状
の
打
開
策
を
問
う
。

（
上
、免
田
）

答
医
師
不
足
が
最
大
の
問
題

で
、こ
れ
ま
で
病
院
の
増

改
築
、医
師
住
宅
建
設
、運
営
も
３

年
前
よ
り
、組
合
病
院
か
ら
企
業

団
病
院
と
な
り
、黒
字
経
営
を
維

持
し
て
き
た
が
昨
年
は
赤
字
決
算

と
な
り
本
年
度
は
さ
ら
に
厳
し
い

も
の
が
あ
る
。
ピ
ー
ク
時
か
ら
10

名
の
医
師
が
減
少
し
て
き
た
原
因

は
、国
・
大
学
病
院
が
二
次
医
療
圏

に
一
つ
の
病
院
に
集
約
す
る
形
に

な
っ
て
き
た
こ
と
や
、新
臨
床
研

修
医
制
度
に
よ
り
、医
師
が
自
ら

研
修
病
院
を
選
択
で
き
る
こ
と
に

よ
り
中
央
に
集
ま
り
、地
方
の
大

学
病
院
に
残
る
医
師
が
激
減
し
て

き
た
現
実
が
あ
る
。
今
後
は
、24

時
間
救
急
医
療
体
制
を
維
持
す
る

た
め
に
地
域
医
療
振
興
協
会
に
指

定
管
理
委
託
す
る
交
渉
に
入
り
、

複
数
の
総
合
内
科
医
の
安
定
的
確

設
す
る
こ
と
に
な
り
24
年
度
の
売

上
を
３
，０
５
８
万
円
、経
費
を

６
５
０
万
円
と
の
計
画
が
説
明
さ

れ
た
が
計
画
の
実
現
に
無
理
が
あ

る
と
議
会
で
も
出
店
す
る
こ
と
に

賛
否
両
論
あ
っ
た
が
最
終
的
に
は

予
算
を
認
め
た
。
25
年
度
の
当
初

予
算
審
議
で
は
24
年
度
の
売
り
上

げ
実
績
が
５
２
０
万
円
し
か
な
く

計
画
の
数
字
に
程
遠
い
こ
と
か
ら

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
継
続
を
認

め
な
い
方
向
で

進
ん
で
い
た
が

店
舗
解
約
に
違

約
金
が
発
生
す

る
事
や
商
品
を

ス
タ
ン
プ
販
売

し
て
い
る
事
で

お
客
様
に
迷
惑

を
か
け
る
な
ど

の
リ
ス
ク
も
大

き
か
っ
た
た
め

25
年
度
末（
26

年
３
月
31
日
）

で
閉
鎖
す
る
こ

と
を
町
長
と
確

約
し
予
算
を
認

め
た
。
25
年
度

の
売
り
上
げ
目

標
は
６
千
万
円

問
町
が
開
設
し
た
福
岡
ア
ン

テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
現
状
課

題
に
つ
い
て
伺
う
。
ま
た
、赤
字
で

あ
る
な
ら
ば
、そ
の
責
任
の
所
在

を
問
う
。（
上
、免
田
、岡
原
、深
田
）

答
平
成
21
年
度
か
ら
取
り
組

ん
で
い
る
販
路
拡
大
策

は
、24
年
度
か
ら
㈲
ふ
る
さ
と
振

興
社
が
商
工
会
か
ら
引
き
継
い
で

実
施
を
し
て
い
る
。
そ
れ
に
合
わ

せ
福
岡
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
を
開

　今回で３回目となる議会報告会を、１０月１日
と２日に町内５地区で開催しました。
　この報告会は、町民の声を議会活動、町政に反
映する目的で行うもので、各委員会の活動報告を
中心に説明を行い出席者からの多様な意見・質問
にお答えしました。
　なお、当日会場で即答できなかった質問につき
まして、次の通り回答・見解を掲載いたします。

対
し
て
町
民
の
評
価
が
的
確
に
な

さ
れ
る
よ
う
情
報
の
提
供
に
努
め

る
こ
と
と
、議
会
の
説
明
責
任
を

果
た
す
こ
と
の
整
合
性
は
。
先
の

区
長
会
と
の
意
見
交
換
会
の
折
、

事
前
質
問
を
却
下
さ
れ
た
が
、前

も
っ
て
本
人
に
通
告
し
て
も
ら
え

ば
、質
問
内
容
を
変
更
で
き
た
は

ず
だ
っ
た
。
あ
さ
ぎ
り
町
議
会
基

本
条
例
の
文
言
で
は
、議
員
個
人

の
意
見
を
述
べ
る
義
務
が
あ
る
と

思
う
が
見
解
を
問
う
。（
深
田
）

答
先
般
の
区
長
会
と
の
意
見

交
換
会
及
び
議
会
報
告
会

で
、議
会
は
合
議
制
で
あ
り
多
数

決
で
物
事
を
決
め
る
こ
と
か
ら
、

議
決
並
び
に
決
定
し
て
い
な
い
事

項
と
議
員
個
人
の
見
解
を
問
う
質

問
に
つ
い
て
は
、答
え
を
控
え
さ

せ
て
い
た
だ
く
と
申
し
上
げ
た
。

そ
の
真
意
は
、こ
う
い
う
会
で
は

議
員
同
士
で
議
論
す
る
時
間
は
取

れ
な
い
こ
と
。
未
決
事
項
や
議
員

の
私
見
を
問
う
質
問
に
答
弁
す
る

と
、公
平
性
を
保
つ
と
い
う
議
会

の
本
質
か
ら
、異
論
を
持
つ
全
て

の
議
員
の
発
言
を
認
め
る
必
要
が

あ
る
。
結
果
と
し
て
、議
論
は
深

ま
る
が
ひ
と
つ
の
問
題
で
多
く
の

時
間
を
要
し
、限
ら
れ
た
時
間
の

が
足
り
な
か
っ
た
と
反
省
し
お
詫

び
し
ま
す
。
な
お
、本
議
会
で
は
、

議
会
基
本
条
例
第
５
条
６
項
に
規

定
し
て
い
る
と
お
り「
重
要
案
件

に
対
す
る
各
議
員
の
態
度
を
議
会

広
報
で
公
表
」「
本
議
会
は
全
て

ラ
イ
ブ
と
録
画
で
ネ
ッ
ト
配
信
」、

「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
議
事
録
を
公

表
」し
て
、議
員
各
自
の
議
場
で

の
発
言
及
び
行
動
に
つ
い
て
も
他

自
治
体
議
会
に
先
駆
け
て
情
報
公

開
を
図
っ
て
い
る
。
ど
う
ぞ
ご
利

用
を
。

中
で
出
来
る
だ
け
多
く
の
参
加
者

か
ら
多
様
な
意
見
を
拝
聴
す
る
と

い
う
、会
の
本
来
の
目
的
が
損
な

わ
れ
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
る
。
そ

の
た
め
、過
去
の
議
会
報
告
会
も
、

議
会
と
し
て
他
の
団
体
と
懇
談
会

を
し
た
場
合
も
、す
べ
て
こ
の
方

式
で
行
わ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
皆

様
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
た
い
。

た
だ
、区
長
会
と
の
意
見
交
換
会

に
お
い
て
は
議
員
個
人
の
見
解

を
問
う
事
前
質
問
に
対
し
、会
場

で
回
答
拒
否
を
し
た
が
、予
告
し

な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、配
慮

あさぎり町議会報告会参加者数一覧

月　日 会　場　名
地　区　別　参　加　者　数

上 免　田 岡　原 須　恵 深　田 その他

１０月１日
免田：ポッポー館 ３ １７ 　０ 　２ 　１ １

　上　：議会議場 １３ 　０ 　２ 　０ 　０ １

１０月２日

岡原：もみじ館 　４ 　１ １５ 　１ 　０ ０

須恵：文化ホール 　０ 　０ 　０ １５ 　０ ０

深田：せきれい館 　０ 　４ 　０ 　０ １２ ２

合　　　　計 ２０ ２２ １７ １８ １３ ４

総参加者　９４人
報道　２
他町村２

免田地区会場（ポッポー館）

あさぎり町議会ホームページ

議会報告会に
94人参加
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８
月
の
下
旬
、国
の
来
年
度
予
算
の

概
算
要
求
が
出
ま
し
た
。
一
般
会
計

で
過
去
最
高
の
99
・
２
兆
円
と
今
年
の

予
算
を
七
兆
円
も
上
回
る
金
額
で
す
。

　

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
民
間
の
設
備
投

資
も
上
向
き
始
め
て
、今
後
の
景
気
動

向
に
関
し
て
楽
観
視
し
て
い
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　

財
務
省
の
査
定
は
こ
れ
か
ら
で
す

が
、国
の
厳
し
い
財
政
状
況
を
官
僚
の

皆
さ
ん
は
真
剣
に
考
え
て
い
る
の
か
、

呆
れ
る
ば
か
り
で
す
。

　

金
利
が
日
銀
が
目
指
す
と
こ
ろ
の

２
％
上
昇
す
れ
ば
、
政
府
の
歳
入
の

80
％
と
同
額
の
利
払
い
負
担
が
発
生

し
、政
府
は
の
っ
ぴ
き
な
ら
な
い
状
況

に
陥
り
ま
す
。

　

わ
が
町
は
、予
算
の
半
分
以
上
を
国

か
ら
の
交
付
税
に
頼
る
町
で
す
。

　

こ
こ
は
国
を
反
面
教
師
と
し
て
、良

識
あ
る
堅
実
な
予
算
組
み
を
お
願
い

し
た
い
も
の
で
す
。

（
久
保
尚
人
）

委
員
長
　
豊
　
永
　
喜
　
一

副
委
員
長
　
加
賀
山
　
瑞
津
子

委
　
　
員
　
溝
　
口
　
峰
　
男
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高
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久
　
保
　
尚
　
人

橋
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誠

編
集
・
発
行
責
任
者

議
　
長
　
橋
　
爪
　
和
　
彦

広
報
調
査
特
別
委
員
会

町 民 声の
須恵大好き・あさぎり大好き

須恵覚井

松山和子

　晴天のもと、地域の特色ある競技「与作」（丸太切り）などもあり、
須恵支部体育祭は旧 14地区が大いに盛り上がりました。今年は 20代
の子ども達が「がまだせすえ」のロゴ入りのおそろいのピンクのシャ
ツを着て参加し、頑張っていました。地域のつながりという点でい
うと、石坂地区にも、昔ながらの伝承芸能があり、今月末の須恵支
部の文化祭で「棒踊り」が披露されます。今、須恵小では、地元住
民が旧須恵時代からの歴史や文化を児童に話す「語り部の会」が活
動中です。「育てたい地元愛、小学生に古里学」として、村の祭りといっ
た風習や文化財を伝えていて、その様子は新聞にも掲載されました。
　他にも須恵村を世界に広めたエンブリー博士（米）の話もあり、地
元には、よそに誇れる素晴らしいものがたくさんあります。人とし
てのかかわりが希薄になりがちな今だからこそ地域のふれあいの時
間を大切にし、須恵が大好き、あさぎりが大好きだという人が増え
ていくことを望みます。

岡原竹野

吉永達也

　いつからだろうか、思春期を迎えた次女との会話が少なくなった
のは ･･･。
　「そんなものだよ」周りからなぐさめられてもどうにも納得いかない。
　そんな中、私が大切にしている娘との時間があります。
　それは、中学校からの帰り道、薄暗い道を一人で帰ってくる娘を、
自転車で迎えに行く事です。この時ばかりは、私の問いかけに断片
的な答えながらも、父と子の会話が成立します。普段、家では聞く
事のない内容で、そのひとつひとつの会話が私には新鮮であり、しっ
かりとした考えを持っている事に気付く事が出来ました。
　こんな娘が、夢あふれる将来へ大きく羽ばたけるよう期待しています。
　あさぎり町へお願いです。
　子ども達の安全を考え、通学路の整備、教育環境の向上への支援
等をお願い致します。
　子ども達が、楽しく学校生活をおくれますように ･･･。

将来を担う子ども達の環境整備

あさぎり町議会だよりは
ホームページでもご覧頂けます。 16


